
岡
究
，
の
柔

日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
二
十
六
　
鳥

裳

『一

�
ﾋ
圖
會
』

鳥
巴
瓦
、
即
鶏
尾
也
牡
琵
最
長
轡
者
似
沓
形
在
棟
頭
鳶

鴉
毎
休
干
此
故
有
履
形
鳥
食
等
之
名

『
工
業
字
解
』

白
厨
臥
間
、
引
入
鳥
今
衣
ト
抗
日
ス
○
ー
ー
ー
ー
ハ
鬼
訂
此
ノ
上
ヨ
ヲ

横
二
斗
出
シ
タ
ル
材
ノ
名
ナ
リ
本
邦
・
古
來
ノ
宮
殿
其
他

　
二
多
ク
見
ル
所
ナ
リ
現
ム
・
ノ
清
國
ノ
建
築
ニ
モ
ァ
リ
…

『
建
築
字
彙
』

　
　
第
十
｝
巷

研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
碑
究
の
栞

（
第
十
入
隊
）

工
學
博
士
　
天
　
沼

俊

一

　
大
棟
又
ハ
隅
棟
ノ
鬼
板
ノ
上
二
突
出
ス
ル
丸
児
ラ
イ
フ
。

　
獅
子
ロ
ノ
上
ニ
ァ
ル
三
ッ
ノ
丸
駕
ハ
烏
裳
ニ
ア
ラ
ズ
コ

　
　
　
　
キ
ョ
オ
　
　
マ
キ

　
ン
ニ
ハ
「
経
の
憲
」
ナ
ル
名
ア
ソ
。
鳥
金
ヲ
雀
琵
ト
欝
ス

　
ル
人
ア
フ
。
又
鵡
尾
ヲ
モ
墨
金
ト
聡
ス
ル
人
ア
レ
ド
モ

　
如
何
ニ
ヤ

　
右
の
う
ち
建
築
字
彙
の
が
一
番
完
全
で
あ
ら
う
、
其
形

は
第
百
〇
七
・
百
○
八
重
に
掲
げ
て
あ
る
か
ら
、
夫
れ
等

を
見
れ
ば
判
る
筈
で
あ
る
。

　
何
故
に
こ
の
種
の
駕
を
鳥
金
こ
い
つ
た
か
ご
い
ふ
ご
、

鳶
や
鴉
が
來
て
休
む
か
ら
だ
こ
三
才
圖
會
に
あ
る
が
、
實
．

際
こ
、
に
鳥
が
ご
ま
つ
炉
、
み
る
の
は
、
私
共
は
常
に
み
る

　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
二
號
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
二
四
九
）
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窮
缶
陸
寺
三
大
門
大
i凍
鶴
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未
翠
十
午
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†
畝
確
鉤
背
⑨
及
測
⑰
圖
鯵
轡
⑳

大
：
E
r
二
：
ヰ
L
鮮
顧
伽
煙
・
坪
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（
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＞
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醤
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同
上
凧
富
巴
叙

に
注
音
欺
す
黛
ぜ
で
砺
る
．

て
ま
る
て
異
る
の

墜
O
い
の
に
民
へ

の
側
立
面

此
の
瓜

〆
③

　
　
　
ノ

　
　
　
ノ

O
．
ρ

麟
髭
　
　
　
・
露

　
　
　
勉
、
謬

Eから見たeころ

～

　
○
○
○

繊
粥
　
○
○
○

第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

…　

@
感
至
購
末
茄
耕
山
物
値
の
㊨
の
之
」
田
義
ろ

F　，　ρ　一　，

て
寧
目
爪
蒙
◎
は
宴
＆
鴇
三

物
を
絡
了
た
ε
い
蜜
，
堂
ば
｝
凄
漫
蕊

藤
慕
押
脳
の
隣
．
大
〃
畠
奏
▽
壇
軽
㎜
の
建

頃
ぐ
，
章
都
府
劔
伊
郡
深
草
耕
鎭
座

今
ノ
の
本
能
寺
假
木
堂
ぱ
．
明
冷
＋
羊

第
二
號

山ハ

縺
@
　
（
二
五
一
）



　
　
　
策
十
蝋
巻
　
　
研
究
の
巣
　
　
罠
塞
宵
建
築
観
究
の
薬

こ
こ
ろ
で
あ
る
。
此
霧
を
「
鳥
休
」
ピ
い
ふ
入
も
あ
る
の
は

其
爲
め
で
あ
ら
う
。
私
の
奮
知
に
撤
原
弘
久
こ
い
ふ
人
が

あ
る
が
、
昨
年
春
烏
食
に
つ
い
て
書
面
を
以
て
い
ろ
ノ
＼
・

の
質
問
を
受
け
た
。
其
う
ち
に
ご
う
し
て
斯
楼
な
充
が
出

衆
淀
か
に
醐
し
て
、
私
に
も
割
ら
ぬ
か
ら
禽
己
流
の
愚
見

を
述
べ
爾
ほ
よ
く
考
へ
て
み
る
ご
申
逡
っ
て
お
い
た
所
、

更
に
六
月
二
十
九
日
の
信
書
の
中
に

　
…
…
六
十
年
前
淺
草
冠
昔
物
の
屋
上
大
棟
の
爾
端
に
大

　
な
る
金
網
…
を
装
置
さ
れ
そ
こ
へ
鴻
の
鳥
が
巣
を
糠
…
へ
雛

　
ご
共
に
親
子
の
鴻
が
遊
び
居
り
候
事
墾
詣
の
都
度
實
見

　
致
し
之
れ
が
明
治
こ
な
り
て
は
狩
猿
が
盛
に
行
は
る
、

　
に
至
夢
全
く
去
て
再
び
來
ら
す
金
綱
も
不
用
ご
な
り
て

　
取
卸
さ
れ
今
は
其
影
を
存
せ
す
…
…
…

ビ
あ
っ
た
。
面
自
い
事
で
あ
る
。
か
う
な
る
ご
鳥
が
一
時
休

む
研
の
騒
ぎ
で
な
く
て
、
孚
ば
入
工
も
加
は
つ
て
は
み
る

が
ほ
ん
こ
う
の
疲
床
に
な
っ
た
の
で
正
に
鳥
裳
で
あ
る
。

　
面
馬
裳
一
に
「
御
代
寛
」
ビ
い
ふ
目
黒
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
號
　
　
　
七
〇
　
（
二
薫
二
）

的
の
名
総
か
或
は
圃
般
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
か
興
邊
は
よ

く
判
ら
ぬ
。
多
分
「
ミ
ョ
カ
ハ
ラ
」
ご
訓
む
の
で
あ
ら
う
◎

當
麻
寺
鳥
食
の
銘
に

　
（
一
）
正
保
五
年

　
　
　
　
み
ろ
く
い
ん

　
　
　
　
た
け
の
坊

　
　
　
　
ふ
□
（
以
下
釘
孔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
此
御
代
琵

　
　
　
　
　
　
　
は
そ
ん
左
兵
衛
試
撚

　
　
　
　
三
月
吉
疑

ε
あ
る
し
、
も
一
つ
の
に
は

　
（
二
）
正
保
五
年

　
　
　
　
を
く
り
域
応
」
□
か
ん
坊

　
　
　
　
（
地
臓
院
）

　
　
　
　
　
ち
さ
う
い
ん

　
　
　
　
（
文
殊
院
）

　
　
　
　
　
も
ん
し
ゅ
い
ん

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
　
此
御
代
瓦

　
　
　
　
　
は
そ
ん
左
兵
衡
轟
け

　
　
　
　
三
月
吉
臼
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穏
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三
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○
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㊥
研
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響
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難
難
灘
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」
　
■
．
．
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三
三
O
景
翻
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弓
馬
銅
《
掛
三
三
蕊
辮

　
　
べ
、

・
三
冠
「

7
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、
舗
α
○
渉
「
灘
㊨
醗
蟄
三
三
三
三
三
三
壌
斐
．

、

第
十
一
巻
　
　
耕
究
の
栞
　
　
口
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
二
號

七
一
　
（
二
王
三
）



第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栗
　
　
圓
木
古
建
築
研
究
の
栞

灘
．

φ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
二
　
（
二
五
四
）

ぜ
あ
る
、
何
れ
も
正
保
五
年
三
月
に
左
丘
ハ
衛
こ
い
ふ
琵
大

工
が
造
っ
て
み
る
の
で
あ
る
、
だ
か
ら
監
護
用
ひ
ら
れ
た

名
か
ざ
う
か
不
明
で
あ
る
。

　
鳥
裳
の
起
原
は
い
っ
頃
か
ら
か
知
ら
．
澱
が
、
多
分
飛
鳥

時
代
か
ら
で
あ
っ
た
ら
う
ご
思
は
れ
る
。
何
故
か
ご
い
ふ

ε
、
鬼
板
を
其
位
置
に
固
定
す
べ
き
何
等
の
設
備
が
な
い

時
は
勿
論
、
例
へ
子
房
の
中
心
へ
孔
を
あ
け
て
あ
る
場
合

に
せ
よ
、
譲
受
の
顎
1
～
鬼
琵
の
上
に
引
か
け
る
と
こ
ろ

に
切
込
み
が
あ
る
の
を
假
に
か
く
呼
ぶ
一
i
で
や
も
引
懸

け
な
け
れ
ば
、
頭
の
上
が
さ
み
し
く
で
始
末
が
わ
る
い
の

　
　
　
　
ガ
ン
ブ
リ

ご
同
時
に
「
雁
振
琵
」
－
－
1
大
棟
叉
は
降
棟
の
最
上
部
に
並

べ
て
あ
る
琵
、
古
く
は
謹
厳
、
鎌
倉
位
か
ら
以
降
は
横
断

面
が
唐
破
風
の
機
な
曲
線
を
も
つ
た
琵
l
I
の
絡
る
ピ
．
｝

ろ
の
始
末
が
つ
く
ま
い
。
け
れ
ご
も
脚
湯
は
末
だ
み
た
ヲ
旨

ビ
が
な
い
。
玉
鐙
厨
子
の
宮
殿
屋
根
の
降
棟
の
末
端
を
み

る
ご
、
疏
琵
が
鬼
板
の
上
か
ら
突
き
出
て
み
る
。



　
斯
…
糠
な
黙
か
ら
考
へ
る
ご
、
雁
振
琵
が
閥
圃
琵
郎
ち
牡
琵

と
同
じ
で
あ
っ
た
古
代
に
於
い
て
は
、
第
百
〇
七
・
百
○
入

圖
に
於
い
て
み
る
如
き
所
謂
鳥
裳
は
未
だ
出
來
な
か
つ
淀

の
で
、
雁
振
琵
が
謄
破
風
式
曲
線
を
も
つ
様
に
な
っ
て
か

ら
、
自
然
今
の
標
な
形
の
が
登
明
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
明
り
さ
う
す
る
ピ
、
飛
鳥
時
代
の
は
勿
論
、
奈
良

李
安
の
も
な
い
の
で
あ
ら
う
。
帥
ち

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
飛
鳥
よ
り
旧
臣
に
至
る
期
間
の
は
、
普
通
疏
琵
の
鼻
に

幾
分
の
増
し
ご
反
ゆ
ご
を
つ
け
、
琵
営
を
少
し
く
厚
く
し

て
下
端
に
鬼
撮
の
上
端
に
引
か
、
お
丈
け
の
切
り
込
み
即

ち
顎
を
つ
く
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
ご
思
ふ
。

　
此
所
蕪
「
幾
分
の
増
し
ご
反
り
ご
を
っ
け
」
「
琵
當
を
少

し
く
厚
く
し
」
ご
か
い
た
の
は
、
さ
う
し
な
け
れ
ば
恰
好

が
ご
れ
ぬ
か
ら
、
多
分
さ
う
し
た
ら
う
こ
い
ふ
想
像
を
し

た
の
で
あ
る
が
、
ざ
の
位
の
程
度
に
や
っ
た
か
劃
ら
海
か

ら
甚
だ
曖
昧
な
書
き
方
を
し
π
の
で
あ
る
。
併
し
僅
か
で

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

あ
っ
元
事
は
、
室
町
以
降
時
代
が
新
し
く
な
る
に
從
ひ
、

漸
く
首
が
長
く
な
っ
て
行
く
の
か
ら
み
て
も
、
昔
穫
少
し

で
あ
っ
た
ビ
思
は
る
、
の
で
あ
る
。

　
一
つ
の
建
物
に
於
い
て
は
、
鬼
琵
ご
鳥
食
ご
の
数
は
同

じ
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
夫
れ
が
落
ち
て
土
に
埋
る
時
分
に

は
、
厚
手
の
日
か
た
ま
り
で
あ
る
鬼
漏
は
罰
合
に
殿
れ
な

い
で
其
ま
、
残
り
得
る
が
、
三
門
の
楼
な
も
の
は
殆
ん
ざ

必
ず
小
さ
く
壊
れ
て
了
ふ
、
こ
れ
が
雌
種
の
琵
に
古
代
品

の
遺
物
の
な
い
一
原
因
で
あ
ら
う
。
去
る
大
正
ご
．
葦
十
二

月
、
大
和
吉
野
の
金
峰
山
寺
本
堂
酉
北
隅
か
ら
琵
の
破
片

が
大
分
に
串
た
が
、
其
内
確
か
に
鳥
裳
ピ
認
め
ら
る
、
も

の
二
つ
下
り
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
何
れ
も
順
義
に
近
い
こ

こ
ろ
丈
け
の
も
の
許
り
で
あ
っ
た
。

　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
鎌
倉
時
代
の
は
そ
こ
い
ら
の
寺
の
屋
根
で
見
た
標
な
氣

が
し
て
み
る
が
、
ざ
こ
で
い
つ
見
た
か
今
思
ひ
鵠
せ
ぬ
。

け
れ
ざ
も
庸
被
風
式
雁
振
の
田
　
來
た
の
は
此
時
代
だ
か
ら

圃
の
罪
な
形
の
が
出
來
た
の
は
當
代
か
ら
ご
し
て
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
七
三
（
二
五
五
）



　
　
　
第
ナ
ヅ
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
撚
本
宵
建
築
研
究
の
栞

よ
か
ら
う
。

　
も
　
　
ヘ
　
へ
　
　
も

　
室
町
時
代
の
は
可
な
り
あ
る
。
銘
文
の
あ
る
確
實
な
の

は
第
百
〇
七
圖
◎
で
、
こ
れ
に
は
製
造
の
年
月
田
が
背
に

箆
で
か
ぎ
つ
け
て
あ
る
、
此
の
他
こ
の
南
大
門
に
は

　
永
享
八
年
七
月
六
段
の
銘
あ
る
も
の
一
。
（
東
南
隅
降
棟
一
の
裂
）

永
享
＋
年
七
月
廿
九
日
の
も
の
四
。
（
騙
叢
欝
纏

魂
錦
降
）

あ
る
。
残
り
の
十
二
も
皆
同
時
代
で
あ
る
が
、
年
月
獄
の

あ
る
の
は
以
上
の
六
つ
で
あ
る
。

　
鳥
食
こ
い
ふ
名
は
少
な
く
こ
も
室
町
時
代
か
ら
あ
っ
た

謹
篠
に
な
ら
う
ε
思
は
る
、
か
ら
、
左
に
銘
文
の
一
を
掲

げ
て
お
か
う
。
郎
ち

　
法
隆
寺
南
大
門
東
妻
南
側
の
に

　
　
　
　
　
　
　
（
隅
）
　
（
後
）
　
（
蓮
）
　
（
慧
）
　
　
　
（
造
）

　
　
　
　
　
瑚
ソ
ノ
ス
ミ
ン
ノ
チ
ノ
チ
イ
ソ
ク
響
ノ
｝
キ
ツ
「
〃
ル
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
春
曇
ノ
内

　
永
享
十
年
戊
午
七
月
廿
九
H
瓦
大
工
壽
王
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
（
作
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
り
裳
壽
王
五
ヅ
ク
ナ
ソ

第
二
號

・
七
四
　
　
（
二
五
山
ハ
）

ご
あ
る
の
で
鋼
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　
ぎ
カ
　
　
ズ
ィ
ケ
ヰ
ン

　
奈
良
縣
磯
城
郡
李
野
村
大
宇
飯
高
に
瑞
花
院
こ
い
ふ
寺

が
あ
る
、
鑑
査
ご
年
に
上
棟
を
し
た
立
派
な
建
築
で
あ
る

が
、
藁
葺
群
鳥
裳
の
一
に

　
　
　
　
し
カ
ノ
る
ノ

　
カ
キ
チ
元
年
五
月
十
三
日

　
　
　
　
ト
リ

　
　
　
ノ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
く
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
（
橘
）

　
屍
大
工
タ
チ
ハ
ナ
ノ
吉
重

　
　
　
（
ユ
ウ
阿
彌
陀
佛
の
略
）

　
　
　
ユ
ウ
ア
ミ
ト
シ
六
・
†
四
一
マ
カ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ル

ご
い
ふ
銘
文
が
あ
る
が
、
前
の
こ
同
一
人
の
作
で
あ
る
。

此
れ
等
は
雨
下
時
大
し
て
深
い
意
昧
が
あ
っ
て
書
い
た
の

で
は
あ
る
ま
い
が
、
今
ご
な
っ
て
は
貴
重
な
銘
交
ε
な
っ

た
の
で
あ
る
。
跳
の
時
代
に
な
っ
て
か
ら
瓦
屋
の
親
方
ま

　
　
ヘ
　
　
へ

で
が
ユ
ク
阿
彌
陀
佛
ビ
や
り
鐵
し
た
の
は
大
に
興
味
の
あ

る
こ
ご
で
あ
る
。
此
の
瓦
は
永
享
十
年
か
ら
満
三
年
ご
は

た
、
ぬ
の
に
、
角
形
は
全
然
異
な
っ
て
み
る
。
部
ち
首
は

殆
ん
ざ
永
享
の
、
倍
こ
な
り
、
雁
振
の
部
分
は
す
っ
ε
短



く
な
り
、
そ
し
て
反
り
も
急
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
偶
然
か
う
な
っ
た
こ
す
る
よ
り
は
、
繕
え
す
工
風
を
し

て
漸
々
其
形
等
も
改
良
し
て
い
っ
た
ε
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
同
点
⑤
は
黒
点
上
當
代
ご
認
め
ら
れ
、
其
上
多
分
二
つ

　
ビ
あ
る
ま
い
ご
思
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
此
れ
は
去
る
大

正
三
年
十
二
月
吉
野
山
へ
行
っ
た
時
、
金
峰
山
寺
本
堂
の

，
後
ろ
側
に
顧
還
し
た
附
艦
屋
が
あ
っ
て
、
其
棟
に
の
っ
て

　
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
籐
b
異
っ
た
形
を
し
て
み
た
の
で

・
寸
法
を
ざ
つ
ビ
取
っ
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
此
の
堂
は

其
後
大
修
理
を
し
た
の
で
面
目
を
一
新
し
た
さ
う
で
あ
る

か
ら
、
今
で
も
此
の
附
厨
屋
が
あ
る
か
ざ
う
か
知
ら
澱
、

・
併
し
こ
の
寓
生
は
留
年
累
月
十
酬
日
の
事
だ
か
ら
、
其
時

は
確
か
に
其
位
榿
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
鳥
食
の
種

　
類
は
随
分
に
澤
山
み
た
つ
も
り
だ
が
、
こ
ん
な
二
重
の
は

・
後
に
も
先
に
も
こ
れ
一
つ
丈
け
で
あ
る
。
雄
篇
に
つ
い
て

　
み
る
巴
絞
は
餓
鬼
巴
だ
が
、
並
並
か
ら
み
る
ご
室
町
の
出

掛…

痰
ｭ
は
其
以
後
で
あ
ら
う
。

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
あ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
桃
山
時
代
　
同
圖
＠
は
其
一
例
で
、
背
銘
で
明
ら
か
な

通
り
慶
長
五
年
の
も
の
で
あ
る
Q
實
は
此
の
屍
の
全
騰
を

寓
生
し
て
畳
か
な
か
っ
た
し
、
寄
食
も
こ
ら
な
か
っ
た
か

ら
、
果
し
て
こ
ん
な
風
か
或
は
少
し
位
ち
が
う
か
も
知
れ

ぬ
が
、
ち
が
っ
て
も
大
し
た
事
は
な
い
筈
で
あ
る
。
室
町

の
に
比
べ
る
と
首
が
長
く
な
り
、
且
つ
屍
當
が
下
を
向
い

て
來
π
事
丈
け
は
確
か
で
あ
る
Q
序
な
が
ら
屍
の
形
に
關

係
は
な
い
け
れ
ご
も
、
琵
の
銘
文
は
記
録
の
訣
を
補
ふ
こ

ご
が
再
々
あ
る
か
ら
、
這
々
眞
儒
野
々
の
文
書
等
よ
り
遙

に
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
楽
譜
＠
の
右
の
方
に

判
り
易
く
か
い
て
お
い
た
、
勿
論
假
名
遣
の
間
違
も
そ
っ

く
り
そ
の
ま
、
に
し
て
お
い
た
。

　
ち
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

　
江
月
よ
り
現
代
に
至
る
間
に
は
此
の
傾
向
が
盆
々
劇
し

く
な
り
、
首
は
愈
よ
の
び
且
つ
扁
李
こ
な
り
、
其
先
端
の

李
圓
盤
は
す
つ
ご
下
を
向
い
て
來
る
。
こ
れ
は
並
判
が
其

後
面
に
於
い
て
完
全
に
大
棟
の
内
部
に
緊
結
さ
れ
從
て
墜

落
の
虞
が
絶
醤
に
な
い
の
ご
、
・
鬼
の
顔
が
大
分
に
前
の
方

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
五
　
（
二
五
七
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
賓
の
栞

に
迫
撫
し
て
來
た
の
こ
に
原
因
す
ご
言
へ
や
う
。
帥
ち
最

早
顎
で
興
言
の
上
端
を
引
懸
る
必
要
は
全
く
な
く
な
り
、

其
結
果
顎
は
退
化
し
て
了
ひ
、
其
上
に
首
が
す
っ
ご
長
く

な
ら
ね
ば
鬼
面
の
前
方
へ
其
先
端
が
出
澱
か
ら
、
肖
．
然
主

恩
の
形
が
一
億
し
た
の
で
あ
る
。

　
籾
て
さ
う
な
る
ご
夫
れ
が
琵
當
の
つ
け
ざ
こ
ろ
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
く
る
。
首
が
御
構
に
な
っ
た
以
上
、
そ
し
て

駕
嘗
は
依
然
こ
し
て
圓
い
以
上
、
最
早
今
迄
の
様
な
つ
け

方
は
到
底
出
來
澱
。
左
）
ご
て
上
端
で
つ
け
れ
ば
結
果
は

甚
だ
不
満
足
で
あ
る
。
だ
か
ら
轟
然
首
の
先
を
冤
當
の
下

端
へ
つ
け
る
様
に
な
つ
元
の
で
あ
る
。
愛
に
於
い
て
此
れ

も
亦
木
鼻
や
二
股
ご
同
じ
機
に
一
定
の
魔
黙
黙
が
出
來
た

の
で
あ
る
。
（
第
百
○
入
醐
㊨
）
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
山
中
　
　
　
　
　
　
壷
準
　
　
　
　
　
　
申
苧
　
　
　
　
　
　
＊

　
鳥
金
は
ま
た
新
し
く
な
る
程
必
至
の
形
が
圖
に
遠
ざ
か

っ
て
來
る
。
総
て
が
さ
う
ご
は
限
ら
濾
が
、
多
く
が
さ
う

い
ふ
傾
向
を
精
び
て
く
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
◎
の
正
面

　
　
　
　
　
　
　
猪
飽
二
號
　
　
　
　
七
山
ハ
　
（
二
玉
入
）

を
み
る
ご
鋼
る
で
あ
ら
う
が
、
少
し
く
上
下
に
細
、
長
く
な
。

り
棚
合
に
下
の
方
に
交
様
が
つ
く
か
ら
、
黒
縁
は
左
．
．
右
ご

下
方
ご
は
同
じ
巾
だ
が
、
上
下
け
が
少
し
厚
く
な
っ
て
み

る
。
⑤
は
正
圓
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
小
さ
く
も
あ
る
し
、

除
外
例
ご
す
る
こ
と
が
出
　
凍
る
。
＠
に
至
っ
て
は
こ
暦
下

り
且
つ
大
分
下
が
狭
く
な
っ
て
き
た
。
帥
ち
時
代
が
下
る

に
從
ひ
、
輪
…
廓
の
形
は
漸
く
圖
に
遠
ざ
か
っ
て
く
る
の
で

あ
る
Q
併
し
な
が
ら
す
つ
ご
近
世
に
な
っ
て
、
最
後
に
述

べ
た
急
な
扁
李
な
競
櫨
皆
式
の
に
な
る
ビ
、
反
て
詫
嘗
の

ε
こ
ろ
は
元
に
戻
っ
て
圓
ざ
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
・
昂
　
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
　
＊

　
最
後
に
時
代
は
極
く
新
し
い
が
、
民
家
の
珍
ら
し
い
鳥

食
の
實
例
を
紹
介
し
て
お
く
。
此
れ
は
奈
良
市
油
坂
町
の

北
側
で
、
大
軌
の
奈
良
絡
黙
ご
油
平
停
留
場
こ
の
間
に
あ

る
往
來
に
面
し
た
家
の
屋
根
に
上
っ
て
み
る
の
で
あ
る
Q

此
の
屋
根
は
元
來
が
藁
曹
で
、
其
雨
端
l
i
切
妻
－
…
…
丈

け
が
漆
喰
壁
で
船
主
に
な
っ
て
み
る
、
だ
か
ら
丁
度
西
洋

、
》



建
築
に
於
け
る
防
火
壁
の
如
く
で
あ
る
（
第
百
〇
九
隅
＠
・
⑤
）
、
其
實

ざ
う
せ
木
造
だ
か
ら
火
は
防
げ
ぬ
が
、
見
た
こ
こ
ろ
如
何

に
も
防
火
の
目
的
に
そ
へ
る
も
の
、
如
く
、
少
な
く
ご
も

大
分
心
丈
夫
に
見
え
る
。
・
即
ち
日
本
式
防
火
壁
で
あ
る
。

こ
の
防
火
壁
の
上
に
は
棟
瓦
が
二
枚
の
つ
て
み
る
が
、
其

横
に
は
寳
珠
、
上
に
は
鳩
の
襟
な
鳥
が
一
朋
つ
つ
往
來
の

方
郎
ち
南
を
向
い
て
止
ま
っ
て
み
る
、
だ
か
ら
片
方
に
二

朋
つ
つ
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ば
時
に
眞
物
の
鳥
が
來

て
休
息
す
る
鳥
裳
か
ら
脱
化
し
て
、
琵
の
雫
た
い
板
へ
同

じ
く
立
命
の
鳥
を
作
附
に
し
た
も
の
を
、
基
底
を
牢
載
し

た
楼
な
鬼
板
の
頂
上
に
針
金
を
以
て
結
へ
つ
け
た
の
で

あ
る
。
下
の
鬼
板
へ
は
、
何
て
右
郎
ち
東
側
の
は
鬼
面
の

代
り
に
「
小
槌
し
、
向
て
高
山
ち
西
側
の
へ
は
何
れ
も
「
寳

珠
」
が
つ
け
て
あ
る
。
此
れ
は
恐
ら
く
「
打
出
の
小
槌
」
と

「
實
の
珠
」
で
に
象
っ
た
も
の
で
、
縁
起
の
い
、
も
の
を
撰

ん
で
つ
け
沈
の
で
あ
ち
う
。
兎
に
角
か
、
る
琵
の
存
在
は

鬼
板
ご
鳥
食
の
墾
遷
上
甚
だ
面
自
い
事
と
い
は
ね
ば
な
ら

　
　
　
纂
十
一
巻
　
　
研
究
の
業
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

ぬ
（
第
百
〇
九
圃
⑧
・
㊨
）
。

　
此
の
場
合
實
用
か
ら
い
ふ
ご
鳥
は
な
く
こ
も
い
、
の
で

あ
る
。
雨
仕
舞
は
鬼
板
で
澤
山
で
あ
る
。
然
る
に
な
せ
罵
、

鳥
を
つ
け
た
か
ご
い
ふ
ビ
、
…
こ
つ
妊
り
の
理
由
が
あ
る
ご

思
は
れ
る
。
第
一
は
い
ふ
迄
も
な
く
装
飾
。
第
二
は
鬼
糎

の
上
か
ら
鳥
食
が
出
る
の
が
普
蓮
だ
か
ら
、
有
直
れ
た
形

の
よ
）
は
鳥
の
形
を
つ
け
た
方
が
面
白
い
。
第
三
に
は
後

に
記
す
如
く
奈
良
市
及
び
其
附
近
の
農
家
i
一
面
其
分
布

匠
域
を
明
言
し
難
い
が
、
少
な
く
ビ
も
大
和
生
駒
谷
及
び

法
隆
寺
の
民
家
に
は
あ
る
一
1
の
屋
根
の
大
棟
の
爾
端
に

鳥
附
の
留
蓋
（
後
出
）
を
用
ふ
を
こ
ろ
か
ら
、
其
様
長
似

を
し
て
猶
青
魚
を
つ
け
た
の
で
め
ら
う
。
琵
鳥
は
何
れ
も

飾
だ
か
ら
別
こ
し
て
、
一
は
眞
の
留
蓋
の
役
を
し
て
み
る

の
で
あ
る
が
、
此
れ
は
さ
う
見
せ
か
け
て
み
る
け
れ
ざ
も

事
實
な
く
ご
も
い
、
の
で
あ
る
か
ら
、
見
楼
に
よ
っ
て
は

少
し
大
袈
裟
の
言
葉
か
も
知
れ
ぬ
が
「
擬
態
」
こ
い
ふ
字
が

一
番
當
簸
る
だ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
七
　
（
二
五
九
）



第
十
…
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
碍
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
第
二
十
七
　
圓
　
　
　
瓦

　
普
遜
「
九
琵
」
こ
か
く
、
桁
の
こ
と
を
「
圓
桁
」
ご
は
言
は

す
に
「
九
桁
」
こ
い
ふ
。
だ
か
ら
九
琵
で
い
、
の
で
あ
る
が

圓
の
宇
の
方
が
適
當
で
あ
る
。
其
上
九
桁
の
様
に
音
讃
す

る
の
だ
こ
少
し
語
呂
も
悪
い
が
、
「
マ
ル
カ
ハ
ラ
」
ビ
登
音

す
る
以
上
こ
の
方
が
い
、
機
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
建
築
字
彙
』
に
は
宇
筒
形
の
駕
ご
あ
る
。
ま
こ
ご
に
う

ま
い
説
明
で
一
言
に
し
て
書
し
て
み
る
、
即
ち
争
い
筒
を

造
っ
て
お
い
て
締
…
に
眞
こ
つ
に
切
る
ご
出
演
る
。
普
通
は

こ
の
形
で
あ
る
が
、
稀
に
先
が
太
く
本
が
細
い
も
の
、
即

ち
戯
頭
圓
錐
盤
を
縦
に
二
等
分
し
た
標
な
の
が
あ
る
。
だ

か
ら
「
宇
筒
形
」
こ
い
ふ
内
に
は
、
圓
筒
（
∩
団
罵
昌
鮎
。
憎
）
を
宇

扮
に
し
た
の
ご
、
藏
頭
圓
錐
（
一
門
「
嵩
芦
0
9
曾
O
創
　
∩
O
冨
○
）
を
雫
分

に
七
た
の
こ
、
二
種
類
が
含
ま
れ
て
み
る
ご
考
へ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
先
が
太
く
て
本
が
細
い
の
は
、
第
百
十
圖
に
示
す
が
如

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
七
難
　
（
二
六
〇
）

く
、
…
つ
の
屍
の
先
端
が
其
前
方
に
あ
る
琵
の
尾
端
を
覆
，

ふ
様
に
葺
く
の
で
あ
る
Q
古
く
は
三
三
厨
子
宮
殿
の
屋
根

ゼ
、
う
で
あ
り
、
新
し
濠
極
樂
院
（
奈
良
市
中
院
町
鎌
倉
晴
代
。
）
や
孝

恩
寺
記
憶
型
麟
雛
辮
鎗
麟
締
）
の
屋
根
誓
　
な

っ
て
み
る
。
尤
も
後
の
二
つ
は
何
れ
も
屋
根
へ
上
っ
て
調

べ
だ
こ
ご
は
な
い
か
ら
、
建
物
は
鎌
倉
で
も
此
れ
等
の
琵
．

ま
で
其
時
代
か
ご
う
か
知
ら
ぬ
が
、
少
な
く
ビ
も
鎌
倉
時

代
を
降
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
其
名
の
起
原
は
知
ら
兎

が
、
兎
に
角
斯
様
な
葺
き
方
を
「
行
基
葺
」
ご
呼
ん
で
み
る
。

　
圓
琵
の
内
面
に
は
殆
ん
ご
常
に
布
闘
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
罵
を
製
造
す
る
に
際
し
て
膚
然
に
つ
く
の
で
あ
る
。
其

表
面
に
は

　
も
　
し
　
へ
　
も

　
奈
良
時
代
の
も
の
に
型
押
又
は
箆
書
で
丈
宇
を
…
字
魂
．

は
し
た
～
例
へ
戦
父
L
（
麟
懇
焦
土
Y
「
男
」
（
翻
監

聡）

撃
h
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
等
は
古
い
方
の
例
で
あ
ら

う
。
『
集
古
十
種
』
に
纏
て
る
る
白
鳳
十
一
年
や
和
銅
二
年

の
銘
の
あ
る
の
は
圓
瓦
か
挙
泥
か
す
ら
制
ら
ぬ
し
、
其
置
ハ

、
　
　
、



儒
等
を
些
し
の
不
完
全
な
復
製
に
つ
い
て
、
此
の
際
深
く

研
究
し
な
い
で
も
よ
か
ら
う
b

　
準
安
時
代
の
に
は
籐
り
銘
を
見
出
さ
組
、
今
の
こ
こ
ろ

私
の
知
っ
て
み
る
唯
鳳
の
例
は

　
　
額
田
部
武
未

　
承
安
蝉
年
御
冠
去
月
四
日

ε
背
面
に
箆
書
し
た
も
の
で
、
こ
れ
は
兵
庫
縣
加
西
郡
下

里
村
｝
乗
寺
の
藏
口
㎎
じ

　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ち

　
鎌
倉
時
代
の
で
銘
の
あ
る
の
は
今
心
病
り
が
な
い
．
だ

か
ら
止
む
を
得
す
次
の

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し

　
室
町
時
代
に
移
る
ご
、
今
度
は
澤
山
に
あ
る
、
元
來
圓

詫
の
銘
は
大
概
背
面
に
ほ
る
も
の
で
あ
る
が
、
欝
代
の
は

裏
面
郎
ち
内
面
に
書
き
つ
け
て
み
る
の
も
あ
る
。
先
づ
背

面
の
例
か
ら
か
く
ご
。

　
（
一
）
法
隆
寺
南
大
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
始
）

　
　
　
　
　
・
氷
享
八
・
年
（
ハ
日
〃
ぬ
ハ
ロ
ハ
シ
マ
ル

　
　
　
　
　
　
（
測
）
　
　
　
　
　
　
　
（
迄
）
　
（
打
）

　
　
　
　
　
ヲ
ナ
シ
キ
九
月
四
日
マ
テ
土
ウ
ツ
ナ
ジ

　
　
　
第
十
一
勝
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
吉
建
築
研
究
の
栞

　
　
（
託
X
時
）
　
（
仕
手
）

　
又
コ
ノ
｝
キ
ノ
シ
テ
ノ
人
フ
大
工
ソ
ウ
五
郎

　
　
（
左
衛
門
）
・
　
　
？

　
　
サ
イ
モ
ン
五
郎
顧
反
三
郎
ナ
フ
郎
太
郡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ロ
　
ワ
る

　
　
壽
三
次
郎
春
王
濃
い
上
入
ム
団
　
凹

　
　
永
享
八
年
九
月
五
日
塵
大
工

　
　
南
大
門
託
冤
ナ
ソ

　
此
の
泥
の
作
者
は
、
一
時
大
和
一
流
の
屍
師
壽
王
彦
次

郎
橘
吉
重
ε
い
ふ
人
で
あ
っ
た
が
、
私
は
嘗
て
此
人
の
書

い
た
銘
文
の
中
に
は
、
人
名
の
下
に
敬
語
の
「
殿
」
ε
い
ふ

宇
を
つ
け
た
の
は
な
い
、
こ
い
ふ
事
を
あ
る
雑
誌
に
か
い

た
が
、
こ
れ
は
甚
だ
輕
率
で
あ
っ
た
の
で
．
よ
く
調
べ
て

み
た
ら
多
く
の
う
ち
に
二
三
は
あ
る
様
で
あ
る
。
こ
れ
も

其
一
つ
で
、
四
回
目
「
ナ
イ
モ
ソ
翫
郎
」
の
下
は
「
殿
」
ら
し

い
の
で
あ
る
。
此
件
に
つ
き
こ
、
で
も
少
し
詳
細
に
か
い

て
、
此
機
會
に
訂
正
を
し
て
も
い
、
の
で
あ
る
が
、
少
し

縁
が
遠
い
標
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
際
は
遽
遷
し
て
お
き
他

日
に
延
期
し
て
お
く
。

　
（
二
）
麿
招
提
寺
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
・
七
九
　
　
（
二
号
ハ
一
）



　
　
　
第
三
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
（
敏
損
）
大
講
堂
琵
也

　
　
作
者
橘
吉
重

　
丈
明
九
年
丁
璽
ご
月
吉
日

も
つ
ご
澤
山
あ
る
が
、
こ
の
位
に
し
て
お
い
て
次
に
裏
の

例
に
移
る
が
、
前
述
の
如
く
裏
に
は
布
鼠
が
あ
る
が
、
爾

縁
即
ち
季
罵
の
上
に
の
る
ビ
こ
ろ
ご
、
前
の
圓
琵
の
出
穴

こ
こ
ろ
へ
被
さ
る
ご
こ
ろ
建
は
、
箆
で
工
合
よ
く
士
を
す

い
て
ご
つ
て
あ
る
、
だ
か
ら
其
部
分
に
は
布
目
が
な
い
、

だ
か
ら
そ
こ
へ
箆
で
文
字
を
か
く
の
で
あ
る
。

　
二
）
法
隆
…
寺
南
大
…
門

　
泥
大
工
豊
ウ
ァ
ミ
壽
王
三
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
シ
六
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
工
吉
重

　
　
　
　
　
　
（
戊
）
　
（
午
）

　
永
享
十
年
ツ
チ
ノ
エ
ム
マ
ノ
ト
シ
七
月
十
一
R
四

　
（
二
）
同

　
法
隆
寺
　
永
享
十
年
山
月
十
二
臼

　
（
三
）
同

第
二
號

入
O
　
（
二
六
二
）

　
ク
ロ
ツ
チ
ナ
ジ

　
（
黒
　
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ
ミ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
チ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ソ
ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ソ
靴
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
・
□
（
髪
頭
羅
讐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
妙
力
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヘ
ナ
ジ

　
百
五
十
ノ
内

　
右
の
内
最
後
の
分
は
文
句
が
甚
だ
面
自
い
の
で
あ
る
が

惜
し
い
事
に
護
め
ぬ
宇
が
あ
る
の
で
充
分
意
味
が
鋼
断
出
口

來
な
い
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を

　
桃
山
時
代
　
の
で
は
法
隆
寺
西
院
歩
廊
の
に

　
　
西
　
京
　
此
七
つ
く
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
超
敷
早
書
が
、
）

　
慶
長
九
年

　
　
　
　
　
　
三
門
月
晶
μ
山
ハ
臼

　
　
　
屍
大
工
　
　
利
介
（
花
詞
）

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ゑ
十
五
歳

：
、
㍉



こ
い
ふ
の
が
あ
る
、
十
五
の
子
供
に
し
て
は
大
墾
に
字
が

上
手
で
、
花
押
な
ん
か
堂
々
た
る
も
の
だ
。
果
し
て
本
人

の
自
署
な
ら
大
分
に
番
狂
は
せ
で
あ
る
。

　
へ
　
　
リ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
江
戸
時
代
　
に
も
可
な
り
あ
る
が
、
下
り
知
ら
れ
て
み

な
さ
う
な
の
を
墨
げ
る
と
、

　
（
一
）
　
唐
招
提
寺
磨
戒
壇
院
の
に
元
緑
九
年
置
桂
昌
院

が
修
理
を
加
へ
た
ご
き
の
が
あ
る
，
銘
に
曰
く

　
耳
翼
大
望
軍
様
君
桂
怪
事
宗
子
尼
公
戒
壇
堂

　
　
御
修
覆
　
元
緑
九
丙
午
年
　
　
　
英
範
ロ

ビ
、
こ
れ
は
私
は
同
じ
も
の
が
二
個
あ
っ
た
の
を
承
知
し

て
み
る
が
、
何
れ
も
一
番
下
の
字
が
よ
め
な
か
っ
た
。
二

つ
も
型
押
で
、
そ
こ
の
ご
こ
ろ
丈
け
宇
が
う
ま
く
押
せ
て

み
な
か
っ
た
Q

　
（
二
）
　
當
麻
寺
西
塔
。
上
部
に
穫
約
七
分
の
極
印
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
和
州
高
市
之
郡

　
　
元
豫
拾
五
歳

　
　
　
．
　
　
　
曾
我
村
払
入

　
壬
午
三
月
吉
郷
琵
師
佐
兵
衛

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
栞

右
の
銘
は
走
書
で
、
可
な
り
達
筆
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
法
隆
寺
皇
院
歩
廊
圓
琵
の
】
に

　
文
化
九
年

　
申
八
月
七
日

　
琵
や
利
介

と
相
當
に
拙
い
如
何
に
も
琵
屋
ら
し
い
鐵
釘
流
で
書
き
つ

け
て
あ
る
が
、
前
に
桃
山
の
例
に
示
し
た
西
の
京
の
住
入

な
る
屍
大
工
利
介
の
六
七
代
の
後
胤
か
も
知
れ
な
い
。
さ

う
こ
す
る
ご
約
こ
百
年
間
に
寛
大
工
が
湯
屋
に
成
下
つ
た

こ
と
に
な
る
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
爾
ほ
江
戸
時
代
の
は
元
隷
や
寳
永
の
東
大
寺
大
佛
殿
の

も
あ
る
が
、
も
う
澤
山
で
あ
ら
う
。
其
上
現
代
の
も
ビ
つ

て
な
い
か
ら
掲
げ
訟
が
、
今
の
は
大
概
型
押
で
あ
る
。

　
一
番
初
め
に
書
い
た
通
り
、
圓
湖
は
牢
筒
形
の
琵
に
過

ぎ
ぬ
の
で
、
た
“
時
代
に
よ
り
厚
さ
や
形
が
幾
分
異
る
丈

け
で
、
私
共
は
李
安
以
前
、
鎌
倉
室
町
、
桃
山
江
戸
、
及

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
入
一
（
二
六
三
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞

び
現
代
の
歴
別
が
や
つ
ご
つ
く
位
で
あ
っ
て
、
中
々
細
か

い
こ
と
は
鋼
ら
澱
。
且
つ
一
々
詳
細
に
寸
法
を
ε
つ
た
控

も
な
し
、
仕
方
が
な
い
か
ら
各
時
代
の
銘
交
を
掲
げ
た
の

で
あ
る
Q

　
併
し
な
が
ら
最
後
に
極
く
新
し
く
て
拙
い
も
の
だ
が
、

一
寸
愛
つ
た
例
を
暴
げ
て
お
か
う
ご
思
ふ
。
信
濃
國
松
本

　
　
　
ス
い
キ
ヵ
ハ

・
市
外
、
薄
川
に
沿
ふ
て
日
瀧
心
不
の
圓
置
栗
寺
こ
い
ふ
寺
が
あ

っ
て
、
正
面
に
大
唐
破
風
を
か
け
た
玄
閣
が
突
き
幽
し
て

み
る
。
其
正
面
の
爾
端
に
は
向
て
右
に
「
浪
に
鶴
」
、
向
て

左
は
下
か
ら
よ
く
到
ら
澱
が
多
分
箒
浪
に
亀
し
ら
し
い
が
、

兎
に
角
動
物
は
下
の
方
に
み
て
上
に
は
浪
の
花
が
散
っ
て

ゐ
塗
こ
ろ
が
つ
け
て
あ
る
露
蓋
」
（
後
）
が
あ
る
が
、
こ

、
か
ら
上
の
方
の
大
棟
に
至
る
逡
の
圓
屍
に
は
、
留
蓋
か

ら
数
へ
て
六
つ
丈
け
雁
振
ε
し
て
用
ひ
ら
れ
た
る
圓
充
の

上
に
迄
浪
を
つ
け
て
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
圓
詫
上
の
浪
は

留
蓋
の
延
長
こ
も
考
へ
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
一
本
の
冤

な
ら
さ
う
し
て
お
い
て
も
よ
か
ら
う
け
れ
ざ
も
、
事
實
別

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
八
二
　
　
（
二
六
四
）

々
の
泥
の
背
に
浪
丈
け
が
つ
け
て
あ
る
の
だ
か
ら
、
此
の

場
合
は
「
装
飾
附
圓
屍
」
と
し
て
別
扱
に
し
た
方
が
よ
さ
さ

う
で
あ
る
。

｛
刃


